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　９月定例議会は、９月９日から10月１日までの23日間の会期で開かれ、令和２年度一般会計補正
予算など予算議案４件、市長の退職手当の特例に関する条例制定など条例５議案、人事その他10議
案が上程されました。審議、採決の結果、議案はすべて原案のとおり可決されました。
　また、委員会提出議案「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方
税財源の確保を求める意見書の提出について」、市議会の議員定数を次回一般選挙から１削減する議
員提出議案「境港市議会議員定数条例の一部を改正する条例制定について」は原案のとおり可決され
ました。提出があった請願２件、陳情１件は審査、採決の結果、すべて採択となり、それにもとづく
意見書提出にかかる議案３件も原案のとおり可決されました。閉会日に上程された「令和元年度決算
の認定について」は10月中に審査を行いました。
　議決結果はＰ３に掲載しています。また市議会ホームページでもご覧になれます。

生活困窮者自立支援事業
（住居確保給付金）

生活困窮者などに住宅の家賃支援を行う事業の申し込みの
増加や給付期間の延長を見込み、給付金を増額する

198万円

インフルエンザ予防接種費
小児インフルエンザ予防接種助成事業
インフルエンザ予防接種を受ける高齢者、乳幼児の
増加が見込まれるため、予防接種委託料を増額する

929万円

経営持続化応援給付金
国の持続化給付金の給付対象とならない、

売り上げが前年同月比で15～50％減少している
中小企業者などに市独自の給付金を給付する

3,000万円

新型コロナウイルス感染症対策
指定避難所環境整備事業

避難所の間仕切りや非接触型体温計を購入し
災害に備える

150万円

令和２年 ９月定例会（令和２年度補正予算）
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令和２年９月定例会　議決結果
◆議　案（人事）
番　　号 案　　件 議決結果

第53号 教育委員会委員の任命について 同　意（全会一致）

第54号 公平委員会委員の選任について 同　意（全会一致）

第55号 職員懲戒審査委員会委員の任命について 同　意（全会一致）

第56号 職員懲戒審査委員会委員の任命について 同　意（全会一致）

第57号 人権擁護委員候補者の推薦について 推薦に同意（全会一致）

◆議　案（予算）
番　　号 案　　件 議決結果

第59号 令和２年度境港市一般会計補正予算（第５号） 原案可決（全会一致）

第60号 令和２年度境港市国民健康保険費特別会計補正予算（第３号） 原案可決（全会一致）

第61号 令和２年度境港市介護保険費特別会計補正予算（第２号） 原案可決（全会一致）

第68号 令和２年度境港市一般会計補正予算（第６号） 原案可決（全会一致）

◆議　案（条例）
番　　号 案　　件 議決結果

第58号 境港市税条例の一部を改正する条例制定について 原案可決（全会一致）

第62号 市長の退職手当の特例に関する条例制定について 原案可決（全会一致）

第63号 境港市新型コロナウイルス感染症対策利子補給基金条例制定について 原案可決（全会一致）

第64号 境港市税条例等の一部を改正する条例制定について 原案可決（全会一致）

第65号 境港市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 原案可決（全会一致）

◆議　案（その他）
番　　号 案　　件 議決結果

第66号 財産の取得について（はまるーぷバス新車１台購入） 原案可決（全会一致）

第67号 市道の路線の認定について 原案可決（全会一致）

第69号 特別功労表彰者の決定について（桝田 知身 氏） 原案可決（全会一致）

第70号 特別功労表彰者の決定について（安田 優子 氏） 原案可決（全会一致）

第71号 特別功労表彰者の決定について（中村 勝治 氏） 原案可決（全会一致）

◆請　願
番　　号 案　　件 議決結果

第１号 女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める意見書の提出を求める請願 採択　意見書提出

第２号 選択的夫婦別姓の導入など、一日も早い民法改正を求める意見書の提出を求める請願 採択　意見書提出

◆陳　情
番　　号 案　　件 議決結果

第９号 国の責任による少人数学級の前進を求める陳情 採択　意見書提出

◆委員会提出議案
番　　号 案　　件 議決結果

第３号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求
める意見書の提出について 原案可決（全会一致）

◆議員提出議案
番　　号 案　　件 議決結果

第７号 境港市議会議員定数条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

第８号 女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める意見書の提出について 原案可決

第９号 選択的夫婦別姓の導入並びに女性のみに適用される再婚禁止期間の廃止を求める意見書の提
出について 原案可決

第10号 国の責任による少人数学級の前進を求める意見書の提出について 原案可決

このほかに、報告案件２件と一般会計等の決算認定に関する議案９件（閉会中の継続審査）があり、令和元年度決算審査特別委員会が設置されました。
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市政を問う
　境港市議会では、議員個人の立場・観点で行う「各個質問」と、所属する会派を代表
して行う「代表質問」（３人以上の会派のみ）があります。
　議会だよりの質問ページは、質問を行った１議員については最大１ページとしていま
すが、上記の「各個質問」と「代表質問」では性質や質問時間が異なるため、「代表質問」
を行う場合は会派内でページの配分をしています。
　各議員は掲載した以外にも質問していますが、議会だよりでは、スペースの都合上、
議員本人が質問と答弁を要約しています。

【一口メモ】

議員13人が一般質問を行いました。

ページ 質問事項 質問議員

５・６ 代表質問
①まちづくりの基本姿勢について
②人口減少対策への取組みについて
③コロナウイルス感染症対策について

米村　一三

６ 関連質問 ①人口減少対策について 柊　　康弘

７ 関連質問 ①美保湾などの海辺の活用について
②ＩＣＴの活用について 平松　謙治

８・９ 代表質問
①伊達新市長の所信表明について
②「さかな」「鬼太郎」「港」を生かした産業づくりについて
③「自然環境」「生活環境」について

荒井　秀行

９ 関連質問 ①公共施設マネジメントについて 築谷　敏雄

10 関連質問 ①境港市民交流センター（仮称）の管理運営計画（案）について
②学校・保育施設芝生化の現状について 吉井　　巧

11 各個質問 ①公園遊具の更新について
②中野港周辺の現況についての認識と対応について 景山　　憲

12 各個質問
①水木しげるロードについて
②道路整備について
③空き家対策について

加藤　文治

13 各個質問 ①障がい者の重層的支援体制と地域共生社会に向けた取り組みについて
②ＧＩＧＡスクール構想について 足田　法行

14 各個質問 ①ウィズコロナ時代の「新しい生活様式」に向けた市政運営について
②本市の学校給食における地産地消の推進について 田口　俊介

15 各個質問
①コロナ禍のいま求められる教育環境について
②笑顔あふれるまち～市民の命と健康を守る取り組みについて
③自然環境・生活環境対策～今後の一般廃棄物処理構想について

安田　共子

16 各個質問

①島根原発２号機、３号機の再稼働、稼働について
②地球温暖化、海洋汚染防止の取り組みについて
③根平雄一郎さんの「たまえまる」の出版の意義と本を活用した平和教育につ
いて

長尾　達也

17 各個質問 ①所信表明３点について
②コロナ禍の学校の現状について 松本　　熙

議事録は議会事務局やホームページで閲覧できます。
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人口社会減の
要因分析が必要では

【
市
長
】
過
去
の
国
勢

調
査
の
数
値
か
ら
算
出

す
る
と
、
本
市
の
若
者

回
復
率
は
28
％
と
な
っ

て
い
る
。
社
会
減
に
よ

る
若
者
の
人
口
減
は
本

市
で
も
課
題
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
本
市
へ
の

地
元
定
着
や
Ｕ
タ
ー
ン

に
つ
な
が
る
よ
う
郷
土

愛
づ
く
り
と
し
て
、
小

学
生
の
地
域
学
習
や
中

学
生
の
職
場
体
験
学
習

を
通
じ
、
ふ
る
さ
と
境

港
を
大
切
に
す
る
心
を

【
米
村
】
人
口
の
社
会

減
の
要
因
と
さ
れ
る
進

学
で
故
郷
を
離
れ
、
卒

業
後
に
帰
郷
す
る
割
合　

「
若
者
回
復
率
」
の
増

加
策
が
必
要
だ
。
そ
の

対
策
に
女
性
の
回
復
率

を
高
め
る
必
要
が
あ
る

と
の
分
析
も
あ
る
。
い

わ
ゆ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
だ
。

本
市
で
も
こ
の
視
点
で

の
分
析
が
必
要
で
は
。

は
ぐ
く
み
た
い
。　

　

若
者
に
と
っ
て
魅
力

あ
る
雇
用
創
出
の
た

め
、
企
業
誘
致
な
ど
に

取
り
組
む
が
、
本
市
だ

け
で
若
者
の
希
望
す
る

職
種
が
全
て
そ
ろ
う
わ

け
で
も
な
い
の
で
、
中

海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
市
長
会
に
お
い
て
も

圏
域
一
体
で
雇
用
の
創

出
に
努
め
る
。

一
歩
は
市
職
員
全
員
の

接
客
マ
ナ
ー
の
向
上
だ

と
考
え
る
。
数
百
人
が

働
く
市
役
所
だ
が
、
全

職
員
が
優
れ
た
接
客
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
て
い

る
か
、
謙
虚
に
見
直
す

こ
と
も
必
要
だ
。

【
市
長
】
市
役
所
職
員

の
接
客
マ
ナ
ー
の
さ
ら

な
る
向
上
も
優
先
し
て

取
り
組
む
課
題
の
１
つ

と
考
え
る
。

　

接
遇
に
つ
い
て
は
、

新
規
採
用
時
の
研
修
で

社
会
人
と
し
て
の
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
学
び
、

そ
の
後
も
職
員
の
経
験

【
米
村
】
選
挙
戦
で
市

長
は
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
提
唱
さ

れ
た
。
私
は
、
そ
の
第

年
数
な
ど
の
段
階
に
応

じ
て
研
修
を
実
施
し
、

全
職
員
が
公
務
員
と
し

て
、
常
に
市
民
の
気
持

ち
に
寄
り
添
っ
て
対
応

す
る
こ
と
が
肝
要
と
考

え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
職
員

の
対
応
が
不
十
分
な
こ

と
か
ら
苦
情
を
い
た
だ

く
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
、

各
職
員
が
接
客
に
向
け

て
改
善
す
べ
き
点
が
あ

る
と
考
え
る
。
引
き
続

き
接
客
マ
ナ
ー
の
向
上

を
は
か
り
、
丁
寧
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
指
導

す
る
。

新市長の執務デスク

「笑顔あふれるまち」への
第一歩は
建設
部長市長

全職員が市民の気持ちに
寄り添い丁寧に対応

建設
部長市長

圏域全体で若者に魅力
ある雇用創出に努める

若者のあふれるまちをめざして

会派　きょうどう
米村　一三　議員
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感染症病床の拡大、
検査機器の導入を実施市長

契約満了後に土地を
対象者に譲渡する新制度市長

保
さ
れ
た
。
受
診
の
際

に
は
感
染
し
て
い
る
リ

ス
ク
の
高
い
人
の
見
極

め
や
適
切
な
医
療
を
提

供
す
る
た
め
に
発
熱
ト

リ
ア
ー
ジ
ブ
ー
ス
な
ど

を
設
置
す
る
ほ
か
、
入

院
患
者
へ
の
面
会
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
て
お

り
、
安
心
し
て
受
診
や

来
院
が
で
き
る
よ
う
感

染
予
防
に
努
め
て
お
ら

れ
る
。

　

検
査
体
制
は
、
ド
ラ

イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
の
検

体
採
取
に
加
え
、
精
度

は
や
や
劣
る
も
の
の
抗

原
検
査
キ
ッ
ト
で
の
有

症
状
者
の
検
査
を
実
施

し
て
い
る
。

　

10
月
に
は
、
現
在
は

保
有
し
て
い
な
い
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
機
器
４
台
の
導

入
で
、
検
査
そ
の
も
の

が
済
生
会
病
院
で
可
能

と
な
る
と
の
こ
と
だ
。

コロナ感染症への
医療体制の拡充は

【
米
村
】
全
国
で
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
蔓ま

ん

延え
ん

し
て
い
る
。
本
市
の
市

民
が
頼
り
と
す
る
済
生

会
病
院
の
感
染
症
の
医

療
体
制
は
ど
の
よ
う
に

拡
充
さ
れ
た
の
か
。

【
市
長
】
済
生
会
病
院

で
は
、
感
染
症
病
床
２

床
を
４
床
に
増
加
。
さ

ら
に
一
般
病
棟
内
に
感

染
防
護
壁
や
陰
圧
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
、
対
応

で
き
る
病
床
を
31
床
確

運
が
高
ま
り
つ
つ
あ

り
、
移
住
に
も
関
心
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
の

こ
と
。
夕
日
ヶ
丘
団
地

の
定
期
借
地
権
制
度

は
、
市
外
か
ら
移
住
さ

れ
た
人
の
利
用
が
約
３

割
を
占
め
、
本
市
へ
の

移
住
・
定
住
さ
れ
る
人

を
呼
び
込
む
上
で
大
き

な
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
が
、
加

え
て
、「
将
来
自
分
の

土
地
や
住
ま
い
を
残
し

た
い
人
向
け
に
貸
し
付

け
た
土
地
を
譲
渡
す
る

新
た
な
制
度
を
創
設
す

【
柊
】
市
長
は
所
信
表

明
で
「
人
口
減
少
対

策
」
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
り
地
方
回
帰
の
機

る
」と
述
べ
ら
れ
た
が
、

こ
の
制
度
と
は
ど
の
よ

う
な
制
度
な
の
か
具
体

的
に
説
明
を
。

【
市
長
】
土
地
を
自
分

の
物
に
し
た
い
人
を
対

象
に
、
契
約
期
間
中
に

支
払
っ
た
賃
料
の
総
額

と
契
約
時
に
預
託
す
る

保
証
金
の
合
計
額
が
土

地
購
入
代
金
に
見
合
う

よ
う
に
設
定
し
た
契
約

を
締
結
し
、
契
約
満
了

後
に
そ
の
土
地
を
対
象

者
に
譲
渡
す
る
制
度
を

考
え
て
い
る
。

市長

夕日ヶ丘団地での
新しい制度とは？

市民が頼りとする済生会境港総合病院　

会派　きょうどう
柊　　康弘　議員

夕日ヶ丘団地のチラシ
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マイナンバーカード
利用の効率は

地域の宝である
海の環境保全を

総務省・地方公共団体情報システム機構
パンフレットより

境港管理組合の長期構想図

浴
な
ど
レ
ジ
ャ
ー
の
拠

点
で
あ
る
。
境
港
管
理

組
合
で
は
、
境
港
長
期

構
想
の
中
に
「
マ
リ
ー

ナ
機
能
の
強
化
」「
海

釣
り
施
設
」「
親
水
性

の
あ
る
砂
浜
確
保
」
な

ど
を
掲
げ
て
い
る
。
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
の
子
会
社

が
鳥
取
県
と
協
調
し
地

方
創
生
を
め
ざ
し
た
各

種
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
の

実
証
実
験
も
行
っ
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

実
現
に
向
け
協
力
し
て

い
き
た
い
。
そ
し
て
海

【
平
松
】
市
長
の
考
え

る
海
辺
の
賑に

ぎ

わ
い
や
活

用
の
イ
メ
ー
ジ
は
。

【
市
長
】
海
は
魚
介
類

な
ど
の
豊
か
な
恵
み
を

与
え
て
く
れ
る
存
在
で

あ
り
、
各
種
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
、
釣
り
や
海
水

の
環
境
保
全
の
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
る
。
地

域
の
宝
で
あ
る
海
を
未

来
に
残
し
て
い
く
た

め
、
利
用
者
・
市
民
自

ら
が
で
き
る
こ
と
を
し

て
も
ら
え
る
よ
う
啓
発

し
て
い
き
た
い
。

【
平
松
】
目
的
を
達
成

す
る
た
め
の
方
法
は
、

多
数
あ
る
。
関
係
す
る

人
達
と
さ
ま
ざ
ま
な
手

法
を
考
え
て
実
現
さ
せ

て
ほ
し
い
。

【
平
松
】
定
額
給
付
金

申
請
で
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
数

は
。
郵
送
で
の
申
請
と

比
較
し
、
業
務
の
効
率

は
ど
う
だ
っ
た
か
。

【
市
長
】
２
１
６
件
の

申
請
が
あ
り
、
２
０
５

件
を
受
理
し
、
全
体
の

約
1.3
％
。
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
で
は
、
申
請
内
容

に
間
違
い
が
あ
り
不
受

理
と
な
る
ケ
ー
ス
や
、

内
容
審
査
の
た
め
に
紙

に
印
刷
す
る
必
要
が
あ

り
非
効
率
で
あ
る
と
感

じ
た
。

【
平
松
】
母
子
保
健
や

児
童
手
当
の
手
続
き

サ
ー
ビ
ス
を
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
り
年
額
約
64
万

円
使
っ
て
行
っ
て
い
る

が
過
去
２
年
間
、
利
用

が
な
い
。
今
年
度
の
利

用
は
。

【
総
務
部
長
】
現
時
点

で
は
利
用
は
な
い
。

【
平
松
】
こ
の
現
状
を

市
長
は
ど
う
思
う
か
。

【
市
長
】
利
用
し
や
す

い
環
境
整
備
が
必
要
と

強
く
感
じ
た
。

【
平
松
】
他
市
の
状
況

は
。

【
総
務
部
長
】
県
内
各

市
で
は
利
用
実
績
は
な

い
。

【
平
松
】
国
に
改
善
を

求
め
て
ほ
し
い
。

海辺の賑
に ぎ

わいと
活用のイメージは
市長

定額給付金では
非効率と感じた市長

会派　きょうどう
平松　謙治　議員
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ダ
ク
シ
ョ
ン
の
意
向
も

確
認
し
、
候
補
地
、
整

備
方
法
な
ど
を
検
討
す

る
。
直
売
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
事
業
主
で

あ
る
山
陰
旋ま

き

網あ
み

漁
業
協

同
組
合
が
、
建
て
替
え

を
す
る
た
め
の
助
成
金

の
申
請
中
で
あ
る
。
そ

の
場
で
食
べ
る
こ
と
の

で
き
る
飲
食
ス
ペ
ー
ス

や
多
目
的
ト
イ
レ
の
設

置
な
ど
を
計
画
し
て
い

る
。

【
荒
井
】
水
木
し
げ
る

【
荒
井
】
水
木
し
げ
る

記
念
館
と
境
港
水
産
物

直
売
セ
ン
タ
ー
の
改
修

計
画
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
に

つ
い
て
う
か
が
う
。

【
市
長
】
現
在
、
当
記

念
館
は
、
建
て
替
え
候

補
地
の
調
査
を
実
施
。

結
果
を
受
け
て
、「
水

木
し
げ
る
記
念
館
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
で
の

意
見
聴
取
や
水
木
プ
ロ

記
念
館
〜
海
と
く
ら
し

の
史
料
館
〜
境
港
水
産

物
直
売
セ
ン
タ
ー
の

ル
ー
ト
は
境
港
市
の
最

も
重
要
な
観
光
ル
ー
ト

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
史

料
館
の
位
置
づ
け
と

「
道
の
駅
」
の
活
用
が

重
要
だ
と
思
う
。

【
市
長
】
各
施
設
の
連

携
を
は
か
り
、
観
光
振

興
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

水木記念館と
直売センターの改修は

境港の海岸通り

住民とともに取り組んだ白尾の森整備事業

まちづくりは
住民の共感が重要と思う

【
市
長
】
中
村
市
政
で

あ
ま
り
進
ま
な
か
っ
た

部
分
、
予
算
化
で
き
な

か
っ
た
部
分
で
あ
り
、

「
空
き
家
対
策
」
も
見

直
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
荒
井
】
私
は
、
市
が

事
業
の
計
画
を
立
て
る

時
、
市
民
の
意
見
集
約

を
行
い
な
が
ら
計
画
を

作
り
上
げ
る
こ
と
が
不

足
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
が
、
市
長
の
見
解

を
う
か
が
う
。

【
市
長
】
私
が
現
役
の

【
荒
井
】
前
市
長
の
も

と
進
め
て
い
た
政
策
の

中
で
、「
変
え
る
べ
き

物
」・「
追
加
す
べ
き
物
」

は
何
で
あ
る
か
。

時
、
地
域
住
民
と
一
緒

に
や
っ
た
事
業
と
し
て

「
白
尾
の
森
整
備
事
業
」

を
挙
げ
る
。
計
画
、
設

計
、
施
工
の
各
段
階
で

住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら

実
施
し
た
。
ま
ち
づ
く

り
は
住
民
の
共
感
を
得

て
行
う
こ
と
が
重
要
だ

と
思
っ
て
い
る
。

【
荒
井
】
事
業
計
画
を

策
定
す
る
時
は
、
意
見

集
約
と
丁
寧
な
説
明
を

し
て
、
事
業
の
推
進
を

お
願
い
す
る
。

事業計画には十分な
意見集約が必要
市長

記念館、直売センター
ともに検討中市長

自民クラブ
荒井　秀行　議員

82020年11月／境港市議会　議会だより　第19号

一 般 質 問

8

代 表 質 問



メタンハイドレートの
取り組みは

港湾施設などを最大限生かす
方策を探る

る
。
自
然
保
護
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業
誘
致
の
観

点
か
ら
、
研
究
す
べ
き

事
業
だ
と
思
う
。
本
市

と
し
て
名
乗
り
を
挙

げ
、
取
り
組
む
こ
と
を

提
案
す
る
。

【
市
長
】
国
に
お
い
て

調
査
研
究
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
鳥
取
県
も
そ

の
研
究
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
本
市
も
港
湾
な

ど
の
施
設
を
最
大
限
生

か
せ
る
方
策
を
探
っ
て

い
き
た
い
。

【
荒
井
】
空
き
家
対
策

と
ま
ち
の
機
能
維
持
を

ど
う
考
え
る
か
。

【
市
長
】
ま
ち
の
機
能

を
維
持
す
る
た
め
、
空

き
家
対
策
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
使
用
可
能

な
空
き
家
は
、
利
活
用

に
必
要
な
費
用
の
一
部

の
助
成
も
検
討
す
る
。

【
荒
井
】
同
時
に
狭

き
ょ
う

隘あ
い

道
路
の
対
策
も
不
可

欠
。対
策
を
要
望
す
る
。

自然環境豊かな美保湾

市長

【
荒
井
】
本
市
は
自
然

豊
か
な
町
で
あ
る
。
し

か
し
、
地
球
温
暖
化
や

そ
れ
に
と
も
な
う
異
常

気
象
な
ど
、
自
然
環
境

は
危
機
に
瀕ひ

ん

し
て
い

る
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
が
必
要
で
あ

る
。
隠
岐
諸
島
周
辺
で

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

鉱
床
が
確
認
さ
れ
て
い

市民の意見を聴きながら
きちんと対応する市長

の
長
寿
命
化
を
は
か

り
、
修
繕
費
な
ど
の
平

準
化
に
努
め
、
未
来
に

つ
け
を
回
さ
な
い
行
財

政
運
営
を
進
め
て
い
く

考
え
で
あ
る
。
今
後
の

公
共
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
を
実
施
す
る
考

え
は
な
い
。

【
築
谷
】
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
も
必
要
で
は
。

【
市
長
】
施
設
の
事
業

費
や
推
計
・
計
画
な
ど

に
つ
い
て
、
市
民
の
み

【
築
谷
】
今
後
の
公
共

施
設
の
方
向
性
に
つ
い

て
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

が
必
要
で
は
。

【
市
長
】
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
利
用
者
の
利

便
性
を
考
慮
し
、
施
設

な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
、
き
ち
ん

と
対
応
を
す
る
。

【
築
谷
】
誠
道
小
学
校

跡
地
利
用
は
。

【
市
長
】
誠
道
町
民
の

ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
民
間

事
業
者
な
ど
の
提
言
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
跡

地
利
用
案
を
ま
と
め
て

お
り
、
公
共
団
体
へ
の

貸
与
や
、
地
域
の
方
々

が
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の

活
用
を
検
討
し
て
い

る
。

市長

公共施設について
市民アンケートを

公共施設マネジメントが求められる市の施設

自民クラブ
築谷　敏雄　議員
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校庭芝生の維持、
備品修繕について

し
て
、
柔
軟
に
対
応
で

き
る
か
う
か
が
う
。

【
教
育
長
】
こ
れ
ま
で

も
利
用
時
間
に
つ
い
て

は
、
県
立
図
書
館
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

議
論
を
し
て
き
た
。
ま

だ
条
例
で
決
ま
っ
て
な

い
の
で
、
今
後
検
討
の

余
地
は
あ
る
と
思
う
。

【
吉
井
】
市
民
の
声
を

聴
き
、
多
く
の
市
民
に

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
柔
軟
な
対
応
を
お

願
い
す
る
。

　

多
く
の
市
民
が
施
設

を
幅
広
く
活
用
す
る
た

【
吉
井
】
仕
事
帰
り
の

会
社
員
や
米
子
に
通
う

学
生
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
図
書
交
流
広
場

な
ど
の
利
用
時
間
に
関

め
に
、
ど
の
よ
う
に
相

乗
効
果
を
生
み
出
し
融

合
さ
せ
て
い
く
か
う
か

が
う
。

【
教
育
長
】
ホ
ー
ル
公

演
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

図
書
交
流
広
場
で
の
図

書
展
示
、
平
土
間
を
利

用
し
た
避
難
所
運
営
訓

練
な
ど
が
想
定
さ
れ

る
。
ま
た
、
各
機
能
の

相
互
連
携
が
効
果
的
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
、
各

施
設
の
管
理
運
営
団
体

の
代
表
者
で
構
成
す
る

運
営
協
議
会
を
設
置
す

る
。

や
修
理
、
冬
芝
の
種

ま
き
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
学
校
の
校
庭

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
維
持
管
理
を

委
託
し
て
い
る
。
芝
生

の
維
持
管
理
に
必
要
な

乗
用
の
芝
刈
り
機
は
、

シ
ー
ズ
ン
前
に
定
期
点

検
し
部
品
交
換
な
ど
の

修
繕
は
行
っ
て
い
る
。

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
つ

い
て
は
、
定
期
点
検
は

行
っ
て
お
ら
ず
故
障
が

発
生
し
た
際
に
必
要
な

【
吉
井
】
保
育
園
、
小

学
校
、
中
学
校
の
芝
生

化
か
ら
10
年
経
っ
た

今
、
芝
生
管
理
備
品
の

老
朽
化
も
あ
る
と
思
う

が
、
維
持
管
理
や
備
品

修
繕
な
ど
に
つ
い
て
う

か
が
う
。

【
教
育
長
】
公
立
保
育

園
に
関
し
て
は
、
芝
刈

り
機
の
刃
の
定
期
交
換

修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

来
年
度
以
降
は
シ
ー
ズ

ン
前
の
定
期
点
検
を
予

定
し
て
い
る
。

【
吉
井
】
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
が
図
面
上
設
置
し

て
あ
る
箇
所
に
な
く
、

芝
生
に
散
水
で
き
ず
枯

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
校

庭
も
あ
る
。
今
後
、
必

要
な
備
品
の
し
っ
か
り

と
し
た
定
期
点
検
と
維

持
管
理
を
す
る
よ
う
求

め
る
。

施設利用時間の
柔軟な対応は可能か

スプリンクラーの
シーズン前定期点検を行う教育長

利用時間などについては、
検討の余地はある教育長 自民クラブ

吉井　巧　議員

図書交流広場（イメージ）

校庭芝生スプリンクラー散水（イメージ）
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承
しょう

水
す い

路
ろ

の通水機能
改善に向け対策を

降
も
危
険
性
が
高
い
箇

所
か
ら
順
次
改
修
し
て

い
く
計
画
で
あ
る
。
下

ノ
川
は
、
市
街
地
の
雨

水
の
重
要
な
排
水
路
で

あ
り
、
年
次
計
画
に

沿
っ
た
改
修
を
含
む
適

切
な
管
理
に
努
め
る
。

【
景
山
】
海
浜
公
園
沿

い
の
承
水
路
は
、
繁は

ん

茂も

す
る
草
の
根
を
除
去
し

水
路
機
能
を
再
構
築
す

べ
き
と
考
え
る
。
見
解

は
。

【
市
長
】
中
野
港
周
辺

の
承
水
路
は
、
住
宅
地

か
ら
の
雨
水
排
水
を
受

け
る
役
割
を
果
た
す
も

の
で
あ
り
、
市
で
も
管

理
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

な
ど
維
持

管
理
に
つ
い
て
境
港
管

理
組
合
と
協
力
し
て
対

応
し
た
い
。

幅広い年齢に合わせた
更新を行う

市長

境港管理組合と
協力して対応したい

市長

あ
り
、
公
園
遊
具
更
新

事
業
に
あ
た
っ
て
は
、

年
齢
に
応
じ
た
遊
具
を

設
置
す
べ
き
で
は
。
乳

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学

年
ま
で
幅
が
広
く
、
当

然
遊
具
に
も
幅
が
あ
る

も
の
と
考
え
る
。
見
解

を
う
か
が
う
。

【
市
長
】
子
ど
も
の
年

齢
層
に
合
わ
せ
た
遊
具

の
設
置
は
、
子
ど
も
の

成
長
に
と
っ
て
も
必
要

な
こ
と
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
自
治
会
、

子
供
会
な
ど
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
幅
広
い
年

【
景
山
】
子
ど
も
が
成

長
す
る
過
程
で
、
公
園

な
ど
で
の
び
の
び
体
を

動
か
す
た
め
の
遊
具
の

設
置
は
重
要
な
こ
と
で

齢
に
合
わ
せ
た
遊
具
更

新
を
行
う
。

【
景
山
】
新
た
な
遊
具

や
場
所
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
具
体
的
に
は
ど
う

か
。

【
市
長
】
夕
日
ヶ
丘
メ

モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
に
お

い
て
も
さ
ら
に
幅
広
い

年
齢
層
に
利
用
さ
れ
る

よ
う
、
幼
児
向
け
遊
具

も
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
他
の
公
園
で
も
条

件
が
合
え
ば
新
た
な
遊

具
の
設
置
も
検
討
す

る
。

子どもの年齢に沿った
遊具の更新を

【
景
山
】
下
ノ
川
の
最

下
流
部
の
改
修
に
つ
い

て
の
年
次
計
画
は
。
ま

た
、
適
切
な
管
理
の
方

針
は
。

【
市
長
】
下
ノ
川
の
改

修
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
調
査
設
計
を
実
施

し
、
今
年
度
か
ら
改
修

工
事
に
着
手
す
る
。
今

年
度
の
施
工
箇
所
は
、

昭
和
町
の
国
道
４
３
１

号
外
港
入
口
交
差
点
か

ら
北
側
約
90
ｍ
を
予
定

し
て
い
る
。
来
年
度
以

公園の遊具

中野海浜公園沿いの承水路の現況

自由市民と共に
景山　　憲　議員
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優先度の高い道路から
年次的に整備を行う

市道の
年次整備計画の説明を

【
加
藤
】
既
存
市
道
の

年
次
計
画
は
い
か
に
。

【
市
長
】
損
傷
度
や
重

要
度
、
交
通
量
な
ど
を

勘
案
し
優
先
度
の
高
い

道
路
か
ら
整
備
す
る
。

【
加
藤
】
臨
港
道
路
は
、

４
つ
の
所
管
に
分
か
れ

て
い
る
。
改
修
の
時
期

や
維
持
管
理
の
時
期
を

合
わ
せ
て
は
。

【
市
長
】
整
備
概
要
や

施
工
時
期
に
つ
い
て
は

情
報
を
共
有
し
、
調
整

を
は
か
っ
て
い
る
。

【
加
藤
】
草
刈
り
な
ど

の
維
持
管
理
の
時
期
を

共
有
し
て
は
。

【
市
長
】
引
き
続
き
関

係
者
と
調
整
を
は
か

り
、
維
持
管
理
に
努
め

た
い
。

市長

市長

関係部署が綿密に連携をとりながら対応市長

【
加
藤
】
空
き
家
対
策

に
つ
い
て
は
、
都
会
の

企
業
に
売
り
込
み
を
か

け
る
な
ど
、
し
く
み
を

考
え
る
必
要
も
あ
る
の

で
は
。

【
市
長
】
空
き
家
情
報

バ
ン
ク
を
開
設
し
て
い

る
が
、
２
地
域
居
住
な

ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

動
向
、
先
進
地
の
事
例

や
、
議
員
の
提
案
な
ど

も
参
考
に
、
新
た
な
制

度
や
し
く
み
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

【
加
藤
】
空
き
家
活
用

を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
空
き
家
状
況
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
。

【
市
長
】
官
民
と
連
携

し
所
有
者
や
利
用
者
の

意
向
確
認
を
す
る
。

新たな制度や
しくみの導入を検討

空き家対策について

まちづくり専門の部署の創設を

【
加
藤
】
妖
怪
倉
庫
が

閉
店
と
な
り
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
の
魅
力
が

減
っ
た
。
日
々
考
え
る

職
員
が
い
る
こ
と
で
、

よ
り
強
く
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
ち
づ
く
り
専

門
部
署
の
創
設
を
。

【
市
長
】
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
な
ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

関
係
部
署
が
綿
密
に
連

携
を
は
か
り
な
が
ら
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

職
員
数
が
少
な
い
本

市
で
は
専
門
の
部
署
を

設
置
す
る
の
で
は
な

く
、
関
係
部
署
が
綿
密

に
連
携
を
と
り
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

自由市民と共に
加藤　文治　議員

臨
港
道
路
の
雑
草
の
状
況

利
活
用
が
望
ま
れ
る

植
田
正
治
氏
の
生
家
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市長 誰もが住み慣れた地域で
暮らせるよう整備

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

は
か
る
た
め
、
研
修
の

有
効
活
用
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
の
増
員
な
ど
各
学

校
を
支
援
す
る
体
制
づ

く
り
が
必
要
と
考
え

る
。
不
安
の
あ
る
保
護

者
も
あ
る
の
で
、
児
童

生
徒
に
情
報
モ
ラ
ル
教

育
を
進
め
、
不
安
を
解

消
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

【
足
田
】
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
へ
の
教
育
長

の
決
意
を
問
う
。

【
教
育
長
】
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

使
い
な
が
ら
、
主
体
的

に
学
習
に
向
き
合
う
力

を
子
ど
も
た
ち
に
つ
け

て
い
き
た
い
。

教育長 主体的に学習に向き合う力を子どもたちに

地域共生社会の
実現について

プログラミング教育の決意を問う

【
市
長
】
地
域
生
活
支

援
拠
点
は
、
令
和
２
年

度
ま
で
に
整
備
す
る
。

今
あ
る
複
数
の
福
祉
資

源
を
活
用
し
て
「
面
的

整
備
」
型
の
体
制
整
備

を
進
め
る
た
め
、
ま
ず

各
事
業
所
と
の
連
絡
体

制
を
確
保
し
、
相
談
機

能
と
緊
急
時
の
受
け
入

れ
対
応
の
２
点
か
ら
始

め
る
予
定
。
拠
点
整
備

は
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
す
共
生
社
会
の
実

現
の
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ

で
あ
り
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

【
足
田
】
相
談
支
援
を

充
実
し
一
本
化
し
た
上

で
、
中
重
度
障
が
い
者

の
対
応
は
既
存
の
各
民

間
事
業
者
に
よ
る
契
約

サ
ー
ビ
ス
を
中
心
で
行

い
、
軽
度
障
が
い
者
の

対
応
に
つ
い
て
は
住

民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
中

心
で
支
援
し
て
い
く
拠

点
の
整
備
を
望
む
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
障

が
い
者
と
そ
の
家
族
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
、

地
域
生
活
支
援
拠
点
作

業
部
会
に
お
い
て
検

討
・
協
議
し
て
い
く
。

【
足
田
】
障
が
い
者
と

そ
の
家
族
を
地
域
で
支

援
す
る
地
域
生
活
支
援

拠
点
の
設
置
状
況
と
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に

つ
い
て
う
か
が
う
。

【
足
田
】
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
の
課
題
は
。

【
教
育
長
】
校
内
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
学
習

用
パ
ソ
コ
ン
の
環
境
整

備
が
令
和
２
年
度
内
に

完
了
の
予
定
。
ま
ず
学

校
内
で
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
を
進
め
る
。
リ
モ
ー

ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
は
、
通
信
環
境
が

な
い
家
庭
も
考
慮
し

て
、
今
後
、
公
民
館
の

通
信
環
境
を
整
備
し
、

公
民
館
を
利
用
し
た
分

散
型
の
遠
隔
授
業
を
検

討
す
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
を
進
め
て
い
く
上

で
は
、
情
報
化
推
進

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
教

地域共生社会の実現

主体的に学ぶプログラミング教育

公明党
足田　法行　議員
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AI・ICTを活用した住民目線の
未来都市をつくることを目的とした

「スーパーシティ構想」

スーパーシティ構想に
踏み出しては
市長 国の動きに注視して

研究していきたい

給食の県産品使用率
向上への課題は

安心安全な食材で、安価で美味しいメニューに
工夫を重ねている、境港市の学校給食

育
現
場
や
児
童
ク
ラ
ブ

の
職
員
へ
独
自
に
支
給

す
る
例
も
み
ら
れ
る
が

本
市
で
も
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

【
市
長
】
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
を
受
け
て
い
る
市

内
企
業
や
市
民
が
多
く

い
る
現
状
を
考
え
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
検
討
が
必
要
で
あ

り
、
現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。

【
田
口
】
大
き
な
方
向

性
と
し
て
、
国
の
ス
ー

パ
ー
シ
テ
ィ
区
域
指
定

の
公
募
に
手
を
挙
げ
る

考
え
は
な
い
か
。

【
市
長
】
国
の
動
き
に

【
田
口
】
他
の
自
治
体

で
は
国
の
慰
労
金
の
対

象
に
な
っ
て
い
な
い
保

注
視
し
て
研
究
し
た

い
。

【
田
口
】
生
活
圏
か
ら

見
れ
ば
、
米
子
市
と
一

緒
に
な
っ
た
応
募
も
考

え
ら
れ
る
が
。

【
総
務
部
長
】
米
子
市

と
も
機
会
を
と
ら
え
一

緒
に
研
究
し
た
い
。

【
田
口
】
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
へ
は
ど
の
よ
う

な
施
策
を
進
め
る
か
。

【
市
長
】
税
や
住
民
票

な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付

と
交
付
サ
ー
ビ
ス
開

始
、
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の

活
用
を
進
め
、
効
率
化

を
は
か
っ
て
い
き
た

い
。

率
は
県
内
で
最
も
低
い

数
値
と
な
っ
て
い
る

が
、
原
因
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

【
教
育
長
】
過
去
に
は

70
％
を
超
え
て
い
た

が
、
セ
ン
タ
ー
化
と
中

学
校
給
食
開
始
を
機
に

食
数
が
増
え
た
こ
と
に

よ
り
、
使
用
率
は
低
下

し
て
い
る
。
ま
た
、
県

の
実
施
す
る
使
用
率
の

算
定
方
法
で
は
、
地
域

の
実
情
が
反
映
さ
れ
に

【
田
口
】
学
校
給
食
に

お
け
る
県
内
産
食
材
の

使
用
率
向
上
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

【
教
育
長
】
食
材
発
注

の
際
に
県
産
品
の
優
先

納
入
を
仕
様
書
に
記
載

す
る
ほ
か
、「
野
菜
の

会
」
と
毎
月
協
議
し
、

地
元
野
菜
を
優
先
的
に

納
入
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
る
。

【
田
口
】
現
在
の
本
市

の
県
内
産
食
材
の
使
用

く
い
状
況
も
あ
り
、
見

直
し
に
つ
い
て
本
市
の

考
え
を
伝
え
た
。

【
田
口
】
県
の
方
式
に

つ
い
て
異
論
が
あ
る
の

な
ら
、
そ
の
声
を
集
め

て
県
に
上
げ
て
は
。

【
教
育
長
】
県
議
会
で

も
議
論
と
な
っ
た
よ
う

だ
が
、
方
針
を
変
え
る

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
か
っ
た
よ
う
だ
。

教育長 県の算定方式では
実情が反映されにくい

公明党
田口　俊介　議員
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教育長 日本共産党境港市議団
安田　共子　議員

防災監
視聴覚障がい者には
無償貸与する

防災無線戸別受信機の
無償貸与を

の
相
談
を
」と
広
報
を
。

【
市
長
】
十
分
広
報
し

て
い
き
た
い
。

【
安
田
】
低
所
得
の
災

害
弱
者
に
も
、
防
災
無

線
戸
別
受
信
機
の
無
償

貸
与
を
。

【
防
災
監
】
原
価
の

15
％
３
千
円
で
貸
与
す

る
。
視
聴
覚
障
が
い
者

に
は
無
償
貸
与
す
る
。

決
を
得
て
、
市
民
の
代

表
で
あ
る
市
議
会
の
理

解
を
い
た
だ
い
た
。
今

後
管
理
組
合
が
パ
ブ
コ

メ
を
予
定
し
て
い
る
。

【
安
田
】
ご
み
削
減
・

抑
制
の
具
体
策
が
示
さ

れ
る
べ
き
で
は
。

【
市
長
】
他
市
町
村
と

十
分
に
協
議
、
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
安
田
】
エ
ア
コ
ン
設

置
費
用
の
一
部
助
成
は

来
年
度
も
実
施
す
る
べ

き
で
は
。

【
市
長
】
検
討
し
て
来

年
度
も
続
く
よ
う
に
考

え
た
い
。

【
安
田
】
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
が
続
く
中
、
厚
生

労
働
省
と
同
様
に
「
た

め
ら
わ
ず
に
生
活
保
護

【
安
田
】
西
部
９
自
治

体
の
一
般
ご
み
処
理
施

設
を
１
〜
２
カ
所
に
集

約
、
整
備
し
、
令
和
16

年
に
稼
働
す
る
西
部
広

域
行
政
管
理
組
合
の
構

想
に
つ
い
て
市
民
へ
説

明
を
。

【
市
長
】
広
域
処
理
施

設
設
置
に
つ
い
て
は
平

成
16
年
度
に
議
会
の
議市長

国でも議論され、
全国市長会も要望している

市民の代表である議会の
議決を得ている

一般ごみ処理施設整備
市民へ説明を

少人数学級の実現可能性は

【
安
田
】
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
小
１
〜
２
、

中
１
で
の
少
人
数
学
級

の
有
効
性
は
。

【
教
育
長
】
児
童
生
徒

一
人
一
人
に
目
を
届
か

せ
理
解
度
を
確
認
し
な

が
ら
授
業
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
密
集
を

防
ぎ
、
安
心
感
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

【
安
田
】
30
人
以
下
学

級
の
実
現
可
能
性
は
。

【
教
育
長
】
国
で
は
少

人
数
に
よ
る
き
め
細
か

な
指
導
体
制
の
計
画
的

な
整
備
、
環
境
整
備
の

あ
り
方
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
て
い
る
。
全
国
市

長
会
な
ど
で
も
小
中
学

校
の
少
人
数
学
級
の
拡

充
を
要
望
し
て
い
る
。

境
港
市
が
可
燃
物
処
理

を
委
託
し
て
い
る
米
子

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
令
和
16
年
ま
で
稼
働
予

定
）

さまざまな制度を使って
コロナ禍、猛暑、災害から身を守りましょう
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１日も早くゼロカーボン
シティ表明を行う

地球温暖化防止を
表明し行動を

み
を
迫
る
と
と
も
に
、

市
民
参
加
で
、
取
り
組

み
を
す
す
め
る
大
き
な

足
が
か
り
に
な
る
。
１

日
も
早
い
「
表
明
」「
宣

言
」
を
。

【
市
長
】「
表
明
」
は
１

日
も
早
く
行
い
た
い
。

「
宣
言
」
は
先
進
地
の

状
況
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

【
長
尾
】
全
国
で

「
２
０
５
０
年
二
酸
化

炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
表

明
」「
気
候
非
常
事
態

宣
言
」
を
行
い
、
取
り

組
む
自
治
体
が
急
速
に

広
が
っ
て
い
る
。
市
が

「
表
明
」「
宣
言
」
を
し
、

ふ
さ
わ
し
い
目
標
を
も

ち
、行
動
す
る
こ
と
は
、

政
府
に
真
剣
な
取
り
組

市長

実効性が確保できるよう
改定を行う予定市長

【
長
尾
】
玉た

ま

栄え

丸ま
る

爆
発

事
故
は
、
終
戦
の
年
に

山
陰
地
方
で
起
こ
っ
た

最
大
の
惨
事
。書
籍「
た

ま
え
ま
る
」
出
版
を
機

に
、
学
校
、
公
民
館
で

平
和
学
習
を
旺お

う

盛せ
い

に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

【
教
育
長
】
戦
後
75
年
、

事
故
を
知
っ
て
い
る
人

は
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
全
容
を
記
し
た
本

の
出
版
は
、
犠
牲
者
を

追
悼
し
、
戦
争
の
悲
惨

さ
を
後
世
に
伝
え
る
上

で
た
い
へ
ん
意
義
深

い
。
児
童
向
け
の
本
が

出
版
さ
れ
た
際
、
平
和

学
習
に
積
極
的
に
活

用
。
市
内
全
域
に
広
が

る
よ
う
推
進
し
た
い
。

小中学校の平和学習に
積極的に活用する

「たまえまる」を活用し
平和教育を

コロナ禍の中での
原発避難計画は？

【
長
尾
】
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
３
密
を
避
け
、
十

分
対
策
を
と
っ
た
原
発

災
害
時
の
避
難
計
画

は
、
で
き
て
い
る
か
。

安
全
に
避
難
で
き
る
計

画
な
く
し
て
原
発
の
再

稼
働
・
新
規
稼
働
な
ど

論
外
と
考
え
る
が
ど
う

か
。
８
月
に
福
井
県
で

国
主
導
で
初
め
て
避
難

訓
練
が
行
わ
れ
、
住
民

27
人
の
避
難
に
バ
ス
４

台
が
準
備
さ
れ
た
。

【
市
長
】
現
在
、
国
と

周
辺
自
治
体
２
県
６
市

の
作
業
部
会
で
検
討
を

進
め
て
い
る
。市
の「
広

域
住
民
避
難
計
画
」
の

実
効
性
が
確
保
で
き
る

よ
う
必
要
な
改
定
を
行

う
予
定
。

根
平
雄
一
郎
氏
が
出
版
し

た
本
、「
た
・
ま
・
え
・

ま
・
る
」

「
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭

素
排
出
実
質
ゼ
ロ
」
を
表

明
し
た
自
治
体
と
そ
こ
に

住
む
人
口
（
10
月
８
日
現

在
、
環
境
省
）

日本共産党境港市議団
長尾　達也　議員

教育長
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無所属
松本　　熙　議員

市長 ３つの港を生かし
産業振興に取り組んでいく

や
入
場
制
限
、
実
施
時

間
の
短
縮
、
密
を
避
け

る
内
容
変
更
な
ど
で
実

施
し
た
。

　

保
護
者
は
修
学
旅
行

に
「
行
か
せ
た
い
」「
自

粛
す
べ
き
」
に
分
か
れ

た
。
教
職
員
は
、
緊
張

感
を
持
っ
て
業
務
に
あ

た
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
児
童
生
徒
の

健
康
第
一
で
、
教
育
活

動
を
し
て
い
く
。

教育長 児童生徒の健康を第一に
感染症対策を徹底

さかな・鬼太郎・港を
生かす振興を

コロナ禍の中で
児童生徒の生活は

て
、
現
在
の
社
会
情
勢

を
ふ
ま
え
た
上
で
実
現

可
能
な
本
市
の
将
来
像

は
。

【
市
長
】
世
界
規
模
の

コ
ロ
ナ
禍
で
本
市
で

も
、
国
内
外
の
活
発
な

人
の
往
来
が
な
く
、
状

況
は
一
変
し
た
。

　

本
市
が
持
続
発
展
す

る
に
は
、
強
み
で
あ

る
「
３
つ
の
港
」
を
生

か
し
、
産
業
振
興
に
取

り
組
む
こ
と
が
不
可
欠

だ
。
今
後
も
市
民
、
事

業
者
、
関
係
団
体
と
知

恵
を
出
し
、
力
を
合
わ

せ
、
本
市
が
誇
る
３
つ

の
港
を
生
か
し
、
人
、

モ
ノ
、
情
報
が
行
き
交

う
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち

に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
松
本
】
市
内
で
育
っ

た
若
者
が
帰
省
し
な
い

傾
向
が
あ
る
な
ら
、
対

策
を
講
じ
な
け
れ
ば
市

の
人
材
は
減
る
一
方

だ
。具
体
的
な
対
策
は
。

【
市
長
】
小
学
生
の
地

域
学
習
や
中
学
生
の
職

場
体
験
学
習
で
故
郷
を

想
う
心
の
醸
成
を
は

か
っ
て
い
る
。
市
内
の

高
校
も
郷
土
愛
を
育
む

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い

る
。

【
松
本
】「
重
要
港
湾
の

境
港
」「
特
定
第
三
種

漁
港
の
境
漁
港
」「
国

際
空
港
の
米
子
鬼
太
郎

空
港
」
の
３
点
に
つ
い

　

１
学
期
に
は
、
人
と

出
会
う
こ
と
で
感
染
す

る
心
配
で
、
外
出
で
き

な
い
児
童
生
徒
も
い
た

が
、
２
学
期
に
は
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
た
。

【
松
本
】
学
校
行
事
の

実
態
や
自
粛
要
請
を
受

け
て
、
児
童
、
生
徒
、

教
職
員
、
保
護
者
に
変

化
は
な
い
か
う
か
が

う
。

【
教
育
長
】
運
動
会
、

体
育
祭
は
、
体
調
管
理

【
松
本
】
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
、
児
童
生
徒
た
ち

は
ど
の
よ
う
な
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
る
の
か

う
か
が
う
。

【
教
育
長
】
児
童
生
徒

は
、
新
し
い
生
活
様
式

に
も
と
づ
き
、
朝
の
検

温
、こ
ま
め
な
手
洗
い
、

人
と
の
距
離
を
保
つ
な

ど
、
感
染
症
予
防
対
策

に
取
り
組
み
、
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
る
。　

北東アジアの玄関口
「境夢みなとターミナル」

児童生徒の感染症対策は、まずマスクです
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　８月28日、市議会として境港市長に対し、今年度３回目となる新型コロナウイルス感染症対策に
関する要請を行いました。
　今回の要請にあたっては、６月29日から７月３日にかけて開催した「境港商工会議所各部会との
意見交換会」で、各業界・企業からお聞きした新型コロナウイルス感染症対策についての要望などを
もとに、議会改革推進特別委員会で要請項目を取りまとめました。
　いただいた切実な声の中でも、特に本市の独自施策として、あるいは本市と関係が深い諸機関に対
して要望すべきものを取り上げ、議会の総意として伊達市長に手渡しました。

【新型コロナウイルス感染症にかかる支援策について】
①事業所が行う感染防止対策への県の助成制度に加え、市として助成の上乗せの実施。
②業績が一定以上に悪化した事業者に対する固定資産税の徴収猶予・減免制度の周知徹底。
③売り上げが前年比50％減までに至っておらず、持続化給付金を受け取ることができない企業・
事業所へ市独自の基準での給付金制度の創設。

④業績が大きく悪化したにもかかわらず、自前の建物で事業を行っているため、国の家賃補助を
受けられない企業に対し、事業所建設にかかる借入金返済への支援など市独自支援制度の創設。
⑤境港水産振興協会が鳥取県に要望した事項に対する県の回答をふまえ、市として要望実現に向
けさらなる後押しと必要な支援の実施。

⑥水産加工業、飲食店などへの水道・下水道料金の減免制度の創設。

【その他、「アフターコロナ」「ウィズコロナ」への対応】
①現在、市内では、深夜・早朝の時間帯のタクシー運行がないため、緊急時の対応や早朝の空路
移動のための公共交通手段がない。需要は少なくても交通弱者の市民にとってたいへん重要な
この時間帯の空白化を解消するため、タクシー事業者の待機に対する市独自助成制度の創設。

②境港の貨物取り扱いの拡大へ向け、境港利用への助成制度の拡充や港湾施設使用料の減免など、
利便性向上に向けた支援制度の創設。

要請内容 ※詳細は市議会ホームページをご覧ください。

新型コロナウイルス感染症対策に関する
要請（第３回）を行いました

182020年11月／境港市議会　議会だより　第19号

一 般 質 問

18

新型コロナウイルス感染症対策に関する市長要請（第３回）



常任委員会・議会運営委員会・特別委員会　委員名簿

委 員 会 名 構　成
委員数 正副委員長 委　　　員

常　

任

総務民教委員会 ８ 正：平松　謙治
副：松本　　熙

森岡　俊夫　　柊　　康弘　　荒井　秀行
吉井　　巧 　長尾　達也　　田口　俊介

経済厚生委員会 ８ 正：永井　　章
副：岡空　研二

米村　一三　　築谷　敏雄　　安田　共子
　足田　法行　　景山　　憲　　加藤　文治

予算委員会 １６ 正：平松　謙治
副：永井　　章

米村　一三　　岡空　研二　　森岡　俊夫
柊　　康弘　　荒井　秀行　　築谷　敏雄
吉井　　巧 　安田　共子　　長尾　達也
田口　俊介　　足田　法行　　景山　　憲
加藤　文治 　松本　　熙　　　　　　　

議会運営委員会 ８ 正：米村　一三
副：安田　共子

岡空　研二　　柊　　康弘　　荒井　秀行
築谷　敏雄　　田口　俊介　　景山　　憲

特　

別

基地・空港港湾問題調査
特別委員会 ８ 正：築谷　敏雄

副：柊　　康弘
米村　一三　　永井　　章　　安田　共子
足田　法行　　加藤　文治 　松本　　熙

災害対策調査
特別委員会 ８ 正：荒井　秀行

副：足田　法行
岡空　研二　　平松　謙治　　森岡　俊夫
吉井　　巧 　長尾　達也　　景山　　憲

議会改革推進
特別委員会 ８ 正：長尾　達也

副：田口　俊介
米村　一三　　平松　謙治　　森岡　俊夫
永井　　章　　築谷　敏雄　　松本　　熙

令和２年８月４日現在

新議員紹介 ～境港市議会に新しい仲間が加わりました～

吉よ
し

井い

　
巧た

く
み 

議
員

加か

藤と
う

　
文ぶ

ん

治じ 

議
員

　新人議員の吉井巧でございます。選挙
中、そして選挙後も多くの方々とお話を
する機会があり、さまざまなご意見や思
いを耳にいたしました。これまでの経験
をもとに、市民の代弁者としてしっかり
と市政に届けてまいります。

　新議員となりました加藤文治でござい
ます。長年まちづくり活動を率先してき
た経験、設計士としての知識、そして何
より地元を愛する一市民としての気持ち
一杯で議会活動に臨みたいと思っており
ます。どうぞよろしくお願い致します。

［ごあいさつ］ ［ごあいさつ］
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中海の夕映え　夕日にマイウェイ 2016年　撮影：大濱博幸　様中海の夕映え 夕日にマイウェイ 2016年 撮影：大濱博幸 様

表紙・裏表紙の写真を募集します！
　広報部会では、より市民の皆さまと相互に交流できる紙面作りをめざし、議会だより「つなぐ」に掲載
する「表紙・裏表紙の写真」を募集しています。写真の応募については下記をご覧ください。

1. テーマ
「境港市内で撮影した写真」または、「境港市に関
係のある写真」

2. 応募資格
市内在住、在勤・在校の方

3. 応募できる写真
　被写体となった人物などに応募（掲載）の許可
が得られたもの。他人の著作権、肖像権を侵害し
たような行為が行われた場合におけるトラブルは
一切負いかねます。

4. 応募方法
　氏名、住所、電話番号、写真のタイトル、撮影
場所及びコメントを記入し、画像データを添付の
うえ、議会事務局宛てにメールで送ってください。

　お手数ですが、メール到着確認のため、メール
送信後、議会事務局宛てにお電話をいただきます
ようお願いします。
宛先　境港市議会事務局
メールアドレス　gikai@city.sakaiminato.lg.jp
電話番号　0859-47-1097

5. 写真の選定
掲載写真の選定は広報部会で行います。

6. その他
　写真に関しては編集の都合上、トリミング処理
などの加工を行う場合があります。
　著作権は作者本人に帰属しますが、採用された
写真は市議会のホームページなどに掲載させてい
ただく場合もあります。

あ
と
が
き

　
９
月
定
例
議
会
は
、
伊
達
市
長

が
当
選
後
に
迎
え
た
、
初
議
会
で

し
た
。

　
選
挙
戦
で
も
掲
げ
た
施
策
が
所

信
表
明
で
も
言
明
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
本
会
議
で
は
各
議
員
か
ら

所
信
表
明
で
語
ら
れ
た
方
針
・
施

策
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
は
新
市
長
の
施
策
が
市
民

生
活
や
福
祉
の
向
上
に
向
か
っ
て

い
る
の
か
、
絶
え
ず
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に

あ
た
る
広
報
部
会
は
各
会
派
か
ら

１
名
が
参
加
し
て
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
号
か
ら
新
た
に
市
議

の
補
選
で
議
員
と
な
ら
れ
た
加
藤

文
治
氏
と
吉
井
巧
氏
が
加
わ
り
５

名
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
加
入
の
編
集
部
員
の
新
し
い

感
覚
で
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
米
村
）
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